
公養連第17回研修会 第2部 講演「公認心理師制度をめぐる最新の状況」（2024/10/20） 

公認心理師制度推進室へのご質問とご回答 

 

Q1 講習会についての質問です。既に実習指導教員講習会を受講済みですが、大学教員が外部機関で実習指導者とな

る場合、実習指導者講習会を再度受けなければならないという方針に変更はないのでしょうか？（昨年度の講習会

ではそのようにお聞きしました） 

制度として違うものだから２回受けなければならないという「形式的な受講」はどうにかならないのでしょうか。 

実習指導教員と実習指導者という“ 立場”を変えて受講することに何らかの意味があるのであれば、それは講習会

の内容に反映されるべきであると思いますが、現状は全く同じ講習内容です。 

内容が同じものを２度も受けなければならないことに強い違和感（というか、資源と時間の無駄使い）を感じま

す。 

A ご質問につきまして、例えば、実習指導者養成講習会における「公認心理師実習演習指導概論」を受講した場合、

それは告示「公認心理師法施行規則第３条第４項の規定に基づき文部科学大臣及び厚生労働大臣が別に定める基準

（令和５年文部科学省・厚生労働省告示第６号）」に基づく科目を受講したこととはなりますが、教員養成講習会の

告示「公認心理師法施行規則第３条第１項の規定に基づき文部科学大臣及び厚生労働大臣が別に定める基準（令和

５年文部科学省・厚生労働省告示第５号）」に基づく同科目名の科目を受講したことにはなりません。 

同科目名であっても法令上は異なる科目となります。 

告示にてそれぞれ科目を定めておりますので、２つの告示において重複する科目名の科目の受講は免除するとい

うような対応は現状検討しておりませんが、今後の参考となるご意見として承ります。 

その上で、実習指導者については公認心理師となるために必要な科目を開講する際の注意点等について定めた通

知「公認心理師法第7条第1号及び第2号に規定する公認心理師となるために必要な科目の確認について」P3～P4

（https://www.mhlw.go.jp/content/000712061.pdf）の中で、「なお、心理実習については、実習指導者が当該心理

実習中に実習生を指導することが困難な場合は、実習演習担当教員のうち、心理実習及び心理実践実習を担当する

教員（以下「実習担当教員」という。）が実習施設において実習生に指導を行うこととすることも可能とする」と示

しており、必ずしも実習指導者養成講習会の修了証が必要ということではありませんので、この点お知らせいたし

ます。 

【注記】実習担当教員が実習施設で指導者として対応できるのは、大学学部の心理実習のみです。大学院の実習で

は、届け出られた実習指導者が指導を行うこととなります。 

Q2 学外実習施設の実習指導者が非常勤である場合，その勤務日以外に学生が出かけることは実習として認められな

いと理解すべきでしょうか。非常勤の心理職が多い分野（特に学校等）ではこのような疑問が多く生じるのではない

かと思います。 

A ご質問につきまして、公認心理師となるために必要な科目を開講する際の注意点等について定めた通知「公認心

理師法第 7 条第 1 号及び第 2 号に規定する公認心理師となるために必要な科目の確認について」P4

（https://www.mhlw.go.jp/content/000712061.pdf）の中で、「保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働の

５分野（以下「主要５分野」という。）に関する施設において、見学等による実習を行いながら、当該施設の実習指

導者又は実習担当教員による指導を受けるべきこと。」としているため、指導者不在の実習は想定しておりません。 

また、先述の通り、大学学部が行う心理実習では、実習担当教員による指導も可能となっておりますことお知らせ

いたします。 

【注記】今回の質問内容は「大学教員が外部機関で実習指導者となる場合」についてでしたが、大学等附属の心理相

談施設（学内実習施設）で実習を行う場合についても同様です。適切な指導を行うためにも、実習指導者（大学学部

においては、実習担当教員による指導も可）は、学生の実習中、施設内にいる必要があります。学生が面接等を行っ

ているときに施設内にいないことは指導体制としては不十分と考えております。 
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